
二
〇
〇
二
年
九
月
に
著
書
『
総
説
現
代
社
会
政
策
』

を
、
東
京
に
あ
る
社
会
科
学
専
門
書
の
出
版
社
で
あ
る
桜

井
書
店
か
ら
出
し
た
。
こ
の
た
び
の
出
版
に
つ
い
て
は
、

少
な
か
ら
ず
私
の
思
い
入
れ
が
あ
る
。

経
済
学
部
の
政
策
系
列
の
伝
統
的
な
講
座
科
目
は
、
経

済
政
策
と
社
会
政
策
で
あ
る
。
滋
賀
大
学
経
済
学
部
に
両

講
座
が
設
け
ら
れ
た
の
は
昭
和
四
十
年
代
の
こ
と
で
あ
る

が
、
社
会
政
策
原
論
の
講
義
を
初
代
に
担
当
さ
れ
た
の
は
、

故
河
野
稔
教
授
で
、
そ
の
後
を
美
崎
皓
教
授
が
引
き
継
い

で
い
た
。
美
崎
教
授
が
ご
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
平

成
七
年
度
か
ら
私
が
担
当
し
て
い
る
。

自
分
が
授
業
を
担
当
す
る
段
に
な
っ
て
感
じ
た
の
は
、

社
会
政
策
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
悩
み
で
あ
る
。
既
存
の

教
科
書
に
は
内
容
的
に
古
い
事
項
に
力
点
を
置
き
す
ぎ
た

も
の
、
教
科
書
と
し
て
の
総
合
性
や
体
系
性
に
弱
い
も
の
、

国
際
的
動
向
へ
の
説
明
が
少
な
い
も
の
、
社
会
政
策
の
近

年
の
動
向
と
そ
れ
に
関
す
る
研
究
の
状
況
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
満
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
い
ず
れ
は
自
ら
き
ち
ん
と
し
た
教
科
書
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
一
人
で

取
り
組
む
に
は
そ
れ
な
り
の
逡
巡
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

意
を
決
し
て
こ
の
た
び
そ
れ
を
一
定
の
か
た
ち
で
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

本
書
の
章
別
構
成
は
、
第
一
章
社
会
政
策
の
原
理
、
第

二
章
社
会
政
策
の
公
準
、
第
三
章
社
会
政
策
の
歴
史
、
第

四
章
労
働
時
間
と
社
会
政
策
、
第
五
章
賃
金
と
社
会
政
策
、

第
六
章
労
働
市
場
と
社
会
政
策
、
第
七
章
社
会
保
障
の
原

理
と
制
度
、
第
八
章
少
子
・
高
齢
社
会
と
社
会
政
策
、
第

九
章
福
祉
国
家
と
福
祉
社
会
、
第
十
章
二
十
一
世
紀
の
社

会
政
策
、
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
の
面
で
は
、
�
社
会
政
策
に
関
す
る
定
義
を
市
場

原
理
と
の
関
係
で
試
み
た
こ
と
�
社
会
権
、
国
際
労
働
基

準
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
な
ど
五
つ
の
政
策
公
準
を

提
示
し
た
こ
と
�
社
会
政
策
の
動
向
を
め
ぐ
る
重
要
な
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
取
り
上
げ
た
こ
と
�
社
会
政
策
に
関
す
る
二

十
世
紀
の
到
達
点
と
二
十
一
世
紀
の
課
題
を
展
望
し
た
こ

と
、
な
ど
筆
者
な
り
に
特
色
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

結
果
的
に
は
学
生
用
教
科
書
と
し
て
は
難
度
が
高
く
、
社

会
政
策
に
関
す
る
専
門
的
研
究
の
入
門
書
の
よ
う
な
レ
ベ

ル
の
も
の
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
十
月
の
秋
セ
メ
ス
タ
ー
の
授
業
で
早
速
教

科
書
と
し
て
使
い
始
め
た
が
、
学
生
諸
君
に
は
講
義
内
容

の
全
体
を
ま
ず
把
握
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
講
義
の
質
を
大
き
く
改
善
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

本
書
の
執
筆
時
期
は
、
経
済
学
部
長
二
年
目
の
二
〇
〇

一
年
七
月
か
ら
二
〇
〇
二
年
五
月
ま
で
の
十
ヶ
月
で
、
私

と
し
て
は
初
め
て
の
書
下
ろ
し
で
あ
る
。
一
年
目
に
も
十

ヶ
月
ほ
ど
を
か
け
て
『
国
民
負
担
の
は
な
し
』（
自
治
体
研

究
社
）
を
出
版
し
た
。
出
版
後
に
、
同
僚
た
ち
か
ら
「
公

務
多
忙
で
あ
っ
た
の
に
よ
く
原
稿
が
書
け
る
時
間
が
あ
っ

た
ね
」
と
聞
か
れ
る
が
、
出
張
な
ど
が
な
か
っ
た
土
日
は

自
宅
で
終
日
ワ
ー
プ
ロ
を
叩
い
て
い
た
。
む
し
ろ
、
公
務

専
念
の
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
書
け
た
と
い
う
逆
説
を

実
感
し
た
次
第
で
あ
る
。
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成成

瀬瀬

龍龍

夫夫

（（
経経
済済
学学
部部
教教
授授
））
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連連載載 今今のの研研究究をを語語るる
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